
白山都市計画土地区画整理事業の決定（白山市決定） 
 

 都市計画白山市曽谷町土地区画整理事業を次のように決定する。 

 

名   称 白山市曽谷町土地区画整理事業 

面   積 約１０．１ha 

種  別 名   称 

幹線街路 3･5･38 号 曽谷線 

幹線街路 3･5･39 号 新庄道法寺線 

これらについては、別に都市計画にお

いて定めるとおりとする。 

道  路 

上記都市計画道路を骨格として、土地利用及び動線計画を勘案の上、幅員６．０

～７．０ｍの区画道路を配置する。 

公園及び 

緑  地 
街区公園等を適正に配置し、施行区域面積の３％以上を確保する。 

公

共

施

設

の

配

置 

その他の 

公共施設 
宅地及び道路の計画に沿った水路の整備を図る。 

宅地の整備 
街区の規模は長辺１００～２２０ｍ、短辺１５～４５ｍを標準とする。 

周辺の土地利用と整合を図り、都市計画道路を中心に良好な住宅地を配置する。

  「区域及び構造は計画図表示のとおり」 

 

 

理 由 

 本地区は、既存市街地に隣接し、白山市都市計画マスタープランにおいては、住

宅専用地区に位置付けられている地区である。 

今回、道路、公園及び新駅等を整備するとともに、周辺地域との調和のとれた利

便性の高い居住環境の創出を図るため、約１０．１ha の区域を土地区画整理事業の

施行区域として都市計画決定するものである。 


